
（６）東 海

 
 

 

（注）下線を付した箇所は、前回からの変更のあった箇所を表す

（ は上方に変更、 は下方に変更）。

前回からの主要変更点 

 前回（令和２年９月） 今回（令和２年12月）  

景況判断 
新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、依然として厳しい状況にあるが、この

ところ持ち直しの動きがみられる 

新型コロナウイルス感染症の影響により、

依然として厳しい状況にあるが、持ち直し

の動きがみられる 
→ 

鉱工業生産 一部に持ち直しの動きがみられる 持ち直している ↑ 

個人消費 このところ持ち直している 持ち直している → 

雇用情勢 
感染症の影響により、弱い動きとなって

いる 

感染症の影響により、弱い動きとなってい

るなかで、求人数等の動きに底堅さもみら

れる 

↑ 

１．鉱工業生産の動向 

  鉱工業生産は持ち直している。 

７－９月期の鉱工業生産は、「輸送機械」は乗用車、自動車部品等が増加したこと、「鉄鋼・非鉄金

属・金属製品」は鋼板、特殊鋼鋼材等が増加したこと等により、前期比19.6％増となった。 

 

 

 
（備考）１．2015年＝100、季節調整値。東海の最新月は速報値。  

域内主要業種の動向(季節調整値、前期(月)比)  （％） 

  生産 
付加価値

ウェイト 
４－６

月期 

７－９

月期 

７月 ８月 ９月 

輸送機械  40.1 ▲39.4 49.5 40.0 6.8 10.3 

電子デバ、電気・情報通信  13.3 ▲11.5 5.5 4.1 4.5 0.9 

石油･石炭、化学、プラ製品  13.0 ▲11.3 4.3 4.4 ▲0.7 5.6 

汎・ 生 産・ 業務 用 機 械  11.2 ▲11.2 ▲2.6 0.0 ▲0.8 1.1 

鉄鋼業、非鉄金属、金属製品    6.4 ▲26.1 21.2 18.4 8.5 5.8 

鉱工業 100.0 ▲24.2 19.6 17.2 3.5 6.2 

（備考）１．地域における付加価値ウェイトの高い５業種。 

２．７－９月期、９月は速報値。 

３．業種は内閣府にて分類。 

２．全国及び東海の太線は中心３か月移動平均。 

直近月は２か月平均。 

３．東海は内閣府にて算出。 

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

115

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

18年 19年 20年 月

鉱工業生産指数

東海

東海(移動平均)

全国(移動平均)

東海地域では、景気は新型コロナウイルス感染症の影

響により、依然として厳しい状況にあるが、持ち直し

の動きがみられる。 
 
・ 鉱工業生産は持ち直している。 

 
・ 個人消費は持ち直している。 

 
・ 雇用情勢は感染症の影響により、弱い動きとなっ

ているなかで、求人数等の動きに底堅さもみられ

る。 



(6) 東海 

 ２．個人消費の動向  
 個人消費は持ち直している。
（１）地域別消費総合指数（ＲＤＥＩ（消費）） 

７－９月期は前期比6.0％増となった。
（２）百貨店・スーパー販売額 

百貨店・スーパーは、４－６月期は前年同期比5.3％減、７－９月期は同2.7％減とな 
り、減少幅が縮小している。 

 

 

  

 

 

（備考）１．季節調整済前期(月)比（％） 

２．店舗調整前、前年同期(月)比（％） 

百貨店・スーパーは内閣府にて算出。 

2020年10月は速報値。 

３．店舗調整前、前年同期(月)比（％） 

百貨店、スーパー及びコンビニは、経済産業省の中部 

（富山、石川、岐阜、愛知、三重）の値。 

 2020年10月は速報値。 

４．乗用車は、新規登録・届出台数（上段は前年同期(月)比（％））

 

３．雇用情勢  

  雇用情勢は感染症の影響により、弱い動きとなっているなかで、求人数等の動きに底堅さもみられ

る。 

  有効求人倍率は低下している。完全失業率は前期を上回っている。 
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 2020年７―９月 2020年７月 ８月 ９月 10月 

ＲＤＥＩ（消費*1） 6.0 0.3 2.1 0.6 ― 

百貨店・ｽｰﾊﾟｰ(*2) ▲2.7 0.7 1.9 ▲10.3 5.3 

百貨店(*3) ▲25.6 ▲16.3 ▲24.7 ▲34.8 2.1 

スーパー(*3) 3.9 6.1 7.5 ▲1.7 6.5 

コンビニ(*3) ▲6.9 ▲9.2 ▲6.8 ▲4.8 0.7 

乗用車(*4) ▲15.1 ▲15.1 ▲15.3 ▲14.9 33.4 

（季節調整値）(*4) 35.7 22.2 3.9 ▲1.5 12.9 

ＲＤＥＩ（消費）と自動車新規登録・届出台数の推移 



（13）景気ウォッチャー調査（令和２年 10 月調査）景気判断理由の概要 

 

 

６．東海 

（◎良、○やや良、□不変、▲やや悪、×悪） 

 分野 判断 判断の理由 

現
状 

家計

動向

関連 

○ 

 

 

□ 

・Ｇｏ Ｔｏキャンペーンの影響がかなりよく出ている。宿泊、レストラン共に前年比 80％

ぐらいまで回復してきている。大人数を集める法人対象のパーティーや結婚式は回復が

遅いが、ホテル全体では良いムードが広がっている（都市型ホテル）。 

・新型車の発売により、客の車への関心は以前と比べて高くなっていると感じるが、新型

コロナウイルス感染への警戒感から以前のような接客が取れなくなっている。来店を促

すイベントも大きく開催できず、多くの客を積極的に誘致できないため、なかなか客の

本音をつかみづらい（乗用車販売店）。 

▲ 
・値上げによるたばこの販売減少は思っていたほどではなく、売上は徐々に戻りつつある

が、全体としてはまだ弱い状態である（コンビニ）。 

× ・広告を出しても来客がないこともあり、先行きが不安である（住宅販売会社）。 

企業

動向

関連 

□ 
・新型コロナウイルスの影響は、現在は特にないが、いつどうなるかは分からない状態で

ある。年末年始から４月に向けての予算関係も決まっておらず、分からない（建設業）。 

○ 

・新型コロナウイルスの影響で２～３割弱減少していた売上、受注量並びに販売量が少し

戻り、売上は新型コロナウイルスによる減少前と同程度に戻ってきている（電気機械器

具製造業）。 

▲ ・受注数、販売数共に前年に対して大幅に落ちている（食料品製造業）。 

雇用

関連 

□ 
・引き続き新型コロナウイルスの影響により各業種の企業は苦戦している。特に、建設業

に関しては春先の受注激減の影響が現場に現れている（人材派遣業）。 

○ 
・新聞広告に旅行会社が復活した。観光業を中心に人手不足が強まり、非正規中心ではあ

るが募集の動きが出てきている（新聞社［求人広告］）。 

その他の特徴

コメント 

◎：10 月よりＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに東京都が追加されるなど、３か月

前と比べて明らかに来客数が伸長している（コンビニ）。 

○：９月以降、政府の新型コロナウイルス対策であるＧｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンな

どＧｏ Ｔｏキャンペーンの効果が、販売量から実感できる（その他飲食［ワイン輸

入］）。 

先
行
き 

分野 判断 判断の理由 

家計

動向

関連 

□ 

・年末年始、Ｇｏ Ｔｏキャンペーンにより今月に比べると来客数は増加するが、やはり

企業を中心に多人数で集まることを避ける傾向にあるため、伸び悩むと思われる。一方、

自粛疲れとＧｏ Ｔｏキャンペーンにより、客単価の上昇は若干見込める（高級レスト

ラン）。 

▲ 

・冬季ボーナスが減少となる見込みであり、ボーナス商戦やバーゲンセールなどは厳しい

と想定される。また、年末年始は混雑を避けようという動きが見込まれ、福袋やセール

での売上確保ができるか懸念される（百貨店）。 

企業

動向

関連 

□ 
・再び新型コロナウイルスの感染が広がっており、商談打合せも満足にできない状態であ

る。為替レートも円高に振れており、好転する要素がない（一般機械器具製造業）。 

○ 
・年末の景気は良くなると見込む。新型コロナウイルス感染リスク対策が継続されて、日

帰り観光などの短期での消費が当たり前に実行されるようになると考える（通信業）。 

雇用

関連 
□ 

・前年同期に比べて新規求人数が減少しているなか、Ｇｏ Ｔｏキャンペーンの効果によ

るものか、宿泊業、飲食サービス業の新規求人数が増加に転じた。しかし、新型コロナ

ウイルス禍で、先行きは不透明である（職業安定所）。 

その他の特徴

コメント 

○：Ｇｏ Ｔｏキャンペーンの追い風もあり、現在よりも良くなる。新型コロナウイルス

の感染状況にもよるが、地域限定クーポン等も購買力につながっており、まだ良くな

る状況が続くと判断する（観光型ホテル）。 

○：完成車メーカーの生産動向やスクラップ価格が少し高くなっているため、景気は良く

なると思われる（輸送用機械器具製造業）。 

0

50

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

18 19 20

（ＤＩ）

（月）

（年）

現状・先行き判断ＤＩ（東海）の推移（季節調整値）

現状判断ＤＩ
先行き判断ＤＩ

65


	【済】06 東海.pdf
	【ウォッチャー】東海.pdf

